
◆これは店 蔵の屋根のようすをあら
みせぐら

わした模型です。蔵造りの屋根を
少しでも軽くする工夫がされて
います。一体どんな工夫がされ

!!ているのか考えてみましょう
(ヒント： ここを のぞいてみると…)

◆店蔵の地下に「穴 蔵」とよばれて
あなぐら

いる場所があります。これを作った
!!目的を考えてみましょう

(ヒント) ・もとは鉄の扉でした｡
・他の入口や階段がない。

◆三番蔵には、煙 草 卸 商として営
たばこおろししょう

んでいたころの資料を展示していま
す。資料を見て、次の問題に答えま

!!しょう

(1)この店で売られていた煙草の銘 柄
たばこ めいがら

(商品名)を１つ答えましょう。
＜蔵造り資料館 平面図＞

◆二番蔵には、昔の消防に関する資料を展示しています。 ◆ここのレンガ塀は、規則正しく積まれています。塀のよう
べい きそく つ

!!(2)「荷 箱 車」は、何のために使わ 資料の中から「消火の道具」と「消火のときに着る物」 すをスケッチし、積み方の決まりを見つけましょう
にはこぐるま

(スケッチ) (積み方の決まり)れていたのでしょう？ を１つずつ選んで、絵と名前を書いてみましょう!!

(絵) (絵)

(名前) (名前)

ここは、今から約120年前に建てられた本物の「蔵造り」です。
やく た

蔵造りの特 徴や、今では 珍 しくなったもの、当時営んでいた
とくちょう めずら

お店の様子など、いろいろな資 料を見ることができます。
しりょう

そこで、みなさんにいくつか問 題を用意しました。一体何問解け
もんだい と

!!るでしょうか？ わたしの問題に挑 戦してみましょう
ちょうせん

ちょうせんじょう

くら づ く しりょうかん

じゅうきょとう
みせぐら

そえや



◆これは店蔵の屋根のようすをあら
わした模型です。蔵造りの屋根を
少しでも軽くする工夫がされて
います。一体どんな工夫がされ

!!ているのか考えてみましょう
(ヒント： ここを のぞいてみると…)

◆店蔵の地下に「穴蔵」とよばれてい(正解) 中を空洞にしていて、軽くしている

る場所があります。これを作った目↓

!!・この部分を「箱棟」と呼び、中が空洞になってい 的を考えてみましょう
(ヒント) ・もとは鉄の扉でした｡る。

・他の入口や階段がない。

火災から重要書類等の焼失を防ぐ為

→火災時に焼失から守りたいもの

を穴蔵に放り込む。

↓

・この答えは後世の人々が考えたも

ので真偽は定かではない。◆三番蔵には、煙草卸商として営んで
・答えにこだわらず、子どもたちがいたころの資料を展示しています。
様々な発想をして楽しんでもらえ資料を見て、次の問題に答えましょ
ればよいと考える。う!!

(1)この店で売られていた煙草の銘柄

＜蔵造り資料館 平面図＞(正解) 蓬莱・福寿草・白梅・さつき・金鶴

あやめ・はぎ・なでしこ・もみぢ

国之友・国府

◆二番蔵には、昔の消防に関する資料を展示しています。 ◆ここのレンガ塀は、規則正しく積まれています。塀のようす
!!(2)「荷箱車」は、何のために使われ 資料の中から「消火の道具」と「消火のときに着る物」 をスケッチし、積み方の決まりを見つけましょう

(スケッチ) (積み方の決まり)ていたのでしょう？ を１つずつ選んで、絵と名前を書いてみましょう!!

(正解) レンガの長い方と短(正解) 小売店に煙草を配達する際に (正解) (正解)消火の道具 消火時の装束

い方を交互に並べてに利用した荷車 ・龍吐水 ・水鉄砲 ・刺股 ・火事場装束 ・火事頭巾 短 長 短
いる。→名称から想像させましょう ・転倒式消火器 ・長鳶 ・水子 ・真田帯 ・足袋

↓・手榴弾消火器 ・鳶口 ・刺子半纏 ・長半纏 長 短 長
｣・エーフ式紀念卿筒 ・消防用ヘルメット ・この並べ方は｢フランス式

と呼ばれている。・簡便消火ポンプ ※資料館マニュアルＰ６ 短 長 短
参照・腕用ポンプ車

＜本カードの利用について＞

・問題を解く順番は自由です。番号にこだわる必要はありません。

・各問題のタイトル横にある枠は、取り組みの確認や正誤等にご活

用ください。

・正解は朱書きで表しています。理由や補説は→印をつけ、青書き

で表しています。

・正解は簡単に記してありますので、詳細については裏面の「補助

資料」や「学校利用解説マニュアル」をご覧ください。



学校利用解説マニュ

アルと合わせてご利

用ください。

※写真が小さい為、二番蔵の実物で確認してください ①水鉄砲＜道具＞
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ②刺股・長鳶◆ここを覗く

③転倒式消火器

④エーフ式紀年卿筒

⑤簡便消火ポンプ＜見学方法＞
⑥手榴弾消火器・階段を登り、箱棟と目線の高さをそろえる。

⑧ ⑨ ⑦鳶口・扉を開けて、中を覗く。
⑧腕用ボンプ車・暗くてよく見えない場合は、付属のライト
⑨龍吐水を照らして見る。

・空洞になっていることを確認する。

① ②＜装束＞
－装束姿－

①火事頭巾

ト②消防用ヘルメッ

③刺子半纏

③ ④ ④長半纏

⑤水子(手袋)

⑥真田帯

⑦足袋

⑤ ⑥ ⑦＜入り口の様子＞ ＜中の様子＞
・現在はガラス板だが、当時 ・内部はレンガ積みで作られている。
は鉄の扉であった。 ・室内の高さは3.6ｍ、広さは約２坪。

・穴蔵への階段や入口がない ・天井はドーム型になっている。

＜煙草銘柄の資料＞
＜フランス積レンガ塀＞ ＜イギリス積レンガ塀＞
・レンガの長手と小口を交互に積む方法。 ・１列ずつ長手と小口のレンガを

＜荷箱車＞・中庭沿いにある｡ 積む方法。
・一番蔵と住居棟を
つなぐ塀にある。


